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の治療法の開発等に関する研究(厚生労働科学研究費補助金食の安心･安全確保推進研究事業) 平成 21～23 年度
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解析領域. 弾性線維性仮性黄色腫の病態把握ならびに診断基準作成(厚生労働科学研究費補助金難治性疾患克服
研究事業) 平成 23 年度総括 ･分担研究報告書,  pp.53-55, 2012

　B-d



91

長崎大学医学部業績集　2．研究業績

論文数一覧

学会発表数一覧

論文総数に係る教員生産係数一覧

Impact factor値一覧

2012

2012

2012

2012

0.315

69.57 9.939 6.325

Impact factor

2.429 1.5710.647

A－a－

A－a－
A－b－

B－a－
B－b－

A－b－

0 0 3 3 5 3 33 41 44

A－c－ A－d－ B－a－ B－b－ B－c－ B－d－合計

シンポジウム

欧文論文総数

論文総数

教員生産係数

（欧文論文）

教員当たり Impact factor 論文当たり Impact factor

SCI 掲載論文数

欧文論文総数

教員生産係数

（SCI 掲載論文）

学会 シンポジウム 学会
合計 合計 総計

合計 総計SCI

11 6 0 0 17 11 6 8 16 7 37 54


